






















































































































































年三月に創設し毎年持ちまわりで大会を開催した九州改進党が、一八年五月の久留米大会で解党を宣言している。その時点で解党せねばならないような緊迫した事情があったとするよりは、その前年一〇月の自由党の解党という全国的な情勢がきびしく影響 たとする見方がはるかに適確とみられる 〔色川大吉 『自由民権』
（岩波新書）
七二頁〕 。
　
そのため北陸広域連帯の自由民権運動の失
脚についても、こ した全国 を端的に反映するものと考える必要があろう。
『??????』（?????????）
